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Ｎ児について
４歳児の時に入園し初めて集団生活に入った。友達のまねをすることが多く、あまりに
も近い距離でまねをするので、嫌がられることがあった。知的には低くなく語彙も少なく
はないが、友達や教師とのコミュニケーションのとり方に課題がある。相手の気持ちを感
じることが得手でないので､近くの友達にちょっかいを出してトラブルになることがある。
友達とのかかわりを通して、自己表現しながらかかわる楽しさやコミュニケーションの
とり方を学んで欲しいと願い援助した。
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がＬ事例１「やめて」６月２０日（水）
可
（１）Ｎ児の自己表現のあり方
○相手の気持ちがわからない表現
相手の気持ちや状況よりも、自分のしたいことを優先して表現してしまう６相手が反応
してくれることが嬉しくて、なかなか止めない。相手が少し避けたり、嫌な顔をしたりし
てもわからないようだが、はっきりと意思表示をされるとわかる。
（２）Ｎ児の社会的側面の学んだこと
○やめてと言われたらやめた方がよい
周囲の幼児らは初めはあまり言葉にしなかったが、徐々にやめてほしい気持ちを表現す
るようになった。Ｎ児ははっきりと言われると、その行為をやめることができた。Ｐ児は
あまり自己主張をしない幼児であったので、嫌な時にははっきり表現してＮ児に教えてあ
げるようにと促すことで、声を出せたと思う。Ｐ児も嫌なことは嫌と言わないと通じない
ことを学んだであろう。Ｎ児は教師に注意されるよりも､友達に思いをぶつけられる方が、
聞き入れやすかったようだ。
（３）今後にむけて
友達とのかかわりにおいて、どのように自分の気持ちを表したり、相手の言葉を受け止
めたりすればよいかを具体的に知らせたい。かかわりの成功体験を増やして、自己表現す
ることの心地よさを感じさせたい。そのために専門家の助言を活かし、連携しながら援助
していく。
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；７月にポーテーージ協会の専門家に以下のような助言を受けた。
；・４こま漫画に興味があるようなので、それを指導に活かす。「こんな時にはこうする；
！と、こうなります」「こうしたら、こうなったのでよかったね」などハッピーになる！
ｉような結末にする
！・絵が得意なので、虫の絵などを描いてみんなの前で発表する機会をもつ
い友達の中にどうやって入ったらいいかと、その場でタイムリーに教えて練習する
ｉ・注意喚起のうまいやり方を教える。たたくのは嫌がられるが、軽く「ねえ、ねえ」なら受；
｜け入れられる
｜・息を吹きかけられるのは嫌なこと、スカートの中を見られるのは嫌なこと、でもこんなこ；
｜とならやってもいい、というのを教える。周囲の子どもたちから具体的によいこと、悪い；
ことを教えてもらう場を持ってもいい
｜・自分は弱いと思っているので、腕力だけが強さでないことを教える。いろいろなバリコニーｉ
ｌションで（重い物が持てる我慢する友達に譲るなど）強いねえと褒める場面をつくる！
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IJILJＬ事例２「いい？」 ９月１０日（月）
みんなうなづいた。Ｃ教師は鉛筆をゆっくりＲ児に渡し、他のグループを見に行っ
た。
Ｒ児「じゃあ、３人ピラミッドからね」
Ｎ児「ぼく、ここ」
Ｒ児がすぐ書こうとする。
養護教諭「待って。みんなに聞かなくちゃ。
じゃない？みんないい？」
Ｖ児「いいよ」
養護教諭「Ｒ児くんもいい？」
Ｒ児「いいよ」
みんながいいよっていったらいいん
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みんないいよと言った。その顔を見てＲ児はＮ児の
名前を書いた。
Ｒ児「じゃあ、次はロケットね」
Ｎ児「ぼく、ここでいい？」
Ｒ児「いいよ」
Ｎ児はみんなに「いい？」と聞き「いいよ」とＲ児に言った。
その後みんなに確認しながらテンポよく役割分担を決めて、他のグループより早
く、次の活動を始めた。用紙に記入するまでは、組体操をしながらもめることがあ
ったが、役割が明確になり、もめることは減った。
（１）Ｎ児の自己表現のあり方
○困った時に言葉が出ない
Ｒ児もＮ児も自分の気持ちを言葉にしないので、ただ取り合いになってしまった。周囲
の幼児もすぐに対応できず、鉛筆が危険であったためＣ教師が仲介することになった。こ
の事例での鉛筆の取り合い場面や、他の生活場面でも自分の思い通りにならず、友達とも
めた時に、Ｎ児はあまり言葉を出せず手や足を動かして抵抗することが多い。Ｒ児のよう
に相手も言葉が少なかったり、「ずるい」などとＮ児を非難するような言葉だけを言ったり
すると、さらに言葉が出なくなってしまう。
○ルールに則った表現
教師が一旦その場を止めて冷静にさせると、なぜ相手がそうしたのか、どうすればよい
のか聞くことが出来る。この事例でもＣ教師が穏やかにもめごとを中断し、話を聞くと、
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相手の行動の意味やどうしたらよいかがわかった。Ｎ児は、相手を憎いとか、絶対譲らな
いとか思っているわけではないようだ。どうしたらよいかがわかると、何事もなかったか
のように切り替えられるＮ児の姿からして、Ｎ児は相手の気持ちを理解するのが苦手なの
だと思う。じゃんけんで勝った人が字を書くという理屈がわかると、とても素直に動けた。
また、みんなで相談するという意味もあまり理解されていなかった。これまでの練習で
.ある程度役割は決まっていたが、それを確認しなければならなかったのに、「ぼく、ここ」
と－番に言って書いてもらおうとした。周囲の幼児もそれを認めてしまいそうだったが、
教師は決め方のルールを知らせるために「みんないい？」と念押しした。すると、それを
まねてＮ児もみんなに「いい？」と聞くというルールに則った表現ができた。
（２）Ｎ児の社会的側面の学んだこと
○ルールを守ると友達とうまくやれる
この事例から、友達との相談の時には、ルールがあり、その言葉を使って表現するとう
まくいくことがわかったのではないだろうか。教師の援助として、トラブルが起きた時に
Ｎ児の感,情に訴えるよりも、ルールや見通しを理解させる方が有効であると思われる。
（３）今後に向けて
話し合いなどの場面では、話し合いのルールを意識させたり、本事例の記入用紙のよう
に、視覚的な教材を活用しながら進めていく。
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事例３ ①「どうぞ、こちらにお座り下さい」１１月１５日（木）
。
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iIi三事例３ ②「そこ、Ｎ君の場所やよ」
（１）Ｎ児の自己表現のあり方
○パターン化され安心できる表現
この日の前日、Ｎ児は風邪で欠席しており、朝はすぐに保育室に入れず心配そうだった。
しかし、事例３－①からわかるように、お店番の仕事はきまりがあり、その通りに表現す
れば、相手が反応してくれた。前日はＦ児が一人で案内役をしていたので、Ｆ児がする通
りにまねればよかった。Ｆ児が指示をして主導権を持っていたようだったが、Ｎ児は嬉し
そうに応じていた。決まった言葉や動きがわかると安心して表現できるようだ。
○友達をモデルとする表現
これまでにもＮ児は友達の表現をまねることが多かった。事例３－②からわかるように、
Ｎ児は、Ｈ児とＧ児の、にやにやした態度を見てそれをただ単にまねたと思われる。
事例①も②も友達の表現を真似るという点では同じである。しかし、②の場合はいけな
いことをまね、友達を待たせることになり、Ｊ児に腕をつかまれる結果となった。Ｎ児は、
その内容が良いことであれ、いけないことであれ関係なくまねている。
（２）Ｎ児の社会的側面の学んだこと
○友達のまねをして、決まった表現をすると、お店の仕事がスムーズにできる
どうしたらよいか心配だったが、友達の様子をまねて決まったセリフを言うと仕事がで
きた。Ｎ児は安心した表情で楽しそうにお店の仕事をしていた。
Ｏ友達のまねをして、いけない場合もある
友達のまねをして壁に寄りかかって座ったことで、友達が怒ってしまった。椅子に座る
と、みんな納得して牛乳を飲めた。
（３）今後に向けて
Ｎ児は友達の表現をよく見ている。友達に興味を持っているといえるだろう。今後は、
その表現が適切かどうか、判断できるようになることが望まれる。
しかし、Ｎ児はそれを考えたり場を読むのが苦手なので、友達とともに生活する中で「こ
うしてほしい」「こうだからよくないよ」とＮ児の弱さを支える集団を育てていきたい。Ｎ
児に接する時、うまく表現できず言葉の少ない男児がかかわるとトラブルになることが多
い。逆に、Ｎ児の意をくんでくれたり、言葉を補ってくれたりする女児がかかわると、安
心することが多いようだ。そんな女児のかかわりを認めることから始めたい。
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（１）Ｎ児の自己表現のあり方
Ｏきっかけや相手との距離があると表出できる表現
Ｎ児は、遊びの雰囲気を読むのが苦手なところがあり、相手が自分よりも強いと感じる
と、「怖い」とか「どうしたらいいかわからない」という状況になりやすい。相手は遊んで
いるつもりで追いかけてきても、それにどう対処したらよいかわからなかったようだ。し
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IJI］事例４「追いかけるのやめて」１月１６日（水）
可
かし、相手が動きを止めて、聞いてくれる態度を示したり、教師が「言ってごらん」とき
っかけをくれたりすれば、落ち着いて「追いかけるのやめて」と自分の思いを言葉で表現
することができた。
（２）Ｎ児の社会的側面の学んだこと
Ｏ相手が動き回っていると、うまく伝えられないが、立ち止まって聞いてくれるとうまく
話せる
Ｉ児はＮ児にとって、強くて遊びたいけれど、本気で追いかけられると怖い相手である。
この曰、どういういきさつで追いかけ合っていたかはわからないが、Ｉ児が思っているよ
りも、Ｎ児は威圧感を感じていたと思う。走ってくるＩ児には「やめて」とは言えず、た
だ逃げ回っていたようだ。しかし、Ｉ児が立ち止まって距離を置き、聞いてくれる態度を
示したことで、こんな状況なら話せるし、話すと自分の思ったような遊びに変わることを
学んだと思われる。
○思っていることを言葉で言うと理解してくれる
Ｎ児は、言葉で「やめて」「追いかけないで」とは言わずに、武器を片手に逃げ回ってい
ただけだったので、相手に思いは通じていなかった。しかし、言葉にすると、すんなりと
相手は受け入れてくれ､追いかけられなくなった｡言葉で言うことの効果を感じたと思う。
（３）今後に向けて
Ｎ児には、友達と遊びたい気持ちが大いにある。遊びながら時には教師に助けを求めた
り、落ち着けば友達と交渉したりもできる。場に応じた態度で接すると友達とトラブルに
ならないという経験を積み、友達と遊ぶ楽しさを味わえるようにしたい。
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～１年を振り返って～
事例を検証する中で、一人一人の自己表現のあり方が、「伝達」「コミュニケーション」
「思考」の３つに分けられるのではないかと考えた。Ｎ児の自己表現のあり方から見えて
きたキーワードをその３つに分類して位置づけ、その図及び各事例より見えてきたことを
考察する。
くＮ児の自己表現の様相＞
コミュニケーション
きっかけと距離があればできる表現（事例１）る表現（
パターン化され安心できる表現（事例３）
ルールに則った表現（事例２）しに則った 困った時に言葉が出ない（事例２）い
友達をモデルとする表現（事例３）
思考
相手の気持ちがわからない表現（事例１）
達
○考察
くコミュニケーションの課題＞
Ｎ児は、コミュニケーションに課題があると感じていた抽出児であり、１年を振り返ってみ
るとやはりコミュニケーションのための表現が少ないことがわかる。事例を追ってみると、困
った時に言語による表現ができず、思考はしていても相手には伝わっておらずトラブルになっ
ていたこともわかった。
Ｎ児は、ルールやモデルを通して表現方法を獲得し、コミュニケーションよりも、伝達を目
的として表現することが多かった。
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４歳児の頃より、自分の思いが優先し、相手の気持ちを察するのが苦手なＮ児は、５歳児の
１学期も、言語を用いないで友達に関わっていくので事例１のようなトラブルになることがあ
った。しかし、どのようなやりとりをすれば、相談が進むかがわかると、２学期には事例２の
ように話し合いもできるようになった。
困った時にうまく言葉にできない点は、Ｎ児の特色として経過を追っても見られた。それで
も時には事例４のように教師の介入や、友達の聞く姿勢があると、自分の気持ちを言葉にする
ことができるようになった。言葉で伝えることのよさに少しずつ気づきながら育ってきたと恩
フ。
＜コミュニケーションのツールの取り入れ＞
これまで友達のまねをして､嫌がられたり、悪乗りしすぎて注意されたりすることがあった。
反面Ｎ児は友達の様子をよく見聞きしているとも言える。事例３では、同じお店をしていた女
児の表現をまねて、安心して場を楽しむことができた。
友達とのかかわりを求めているが、表現の仕方がうまくないＮ児は今後もコミュニケーショ
ンの課題を抱えて成長していくことだろう。教師は、表現の仕方や相手の気持ちをＮ児に伝え
て、成功体験を増やす援助を心がけることが重要である。Ｎ児の事例を追うことで、このよう
な幼児にとって、表現のモデルややりとりのルールがコミュニケーションのツールとなり、ト
ラブルを回避でき友達とかかわれることが再認識された。
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特別支援学校とのケース会
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